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Interview今、この人に
い ん た び ゅ う

草津ハートセンター院長　許
きょ

　永
えいしょう

勝さん

一つの夢を叶え、伝えるために遺志を継ぐ。
心臓カテーテル治療を日本、そして世界に広めたい。

■お父様の仕事の関係で小学生の
とき日本に移住してこられたそう
ですね。医者になるために台湾に
戻られましたが、医者になろうと
思ったきっかけは？
　父の考え方の影響が大きいです
ね。両親は台湾が日本の植民地だっ
た頃に生まれ育ったので、日本語は
台湾語と同じぐらいネイティブの
ように話せます。ですから来日して
も言葉の面では不自由はなかった
のですが、やはり外国人という意識
はあり、就職時に同じ能力の人な
ら外国人より日本人を採用するだ
ろう、それなら独立性のある職業を
持った方がいいと考えていました。
その父の教えに従って長男は税理
士、次男は医者、三番目の姉は裁判
所の通訳、そして末っ子の私も医者
の道を選んだのです。

■台湾での大学生生活はどうでし
たか？
　中国語は小学生までしか勉強し
ていなかったので、片言に近い状態
でした。ですからいきなり大学レベ
ルの難しい漢文を読まないといけ
ないことがとても辛かったです。ま
た小さい頃に家族全員で日本に移
住したので台湾には親戚とも親し
くなく、あまり頼る人がいなかった
ので生活に慣れるまでは大変でし
た。でも台湾語が出来るので、友達
づくりはそれほど難しくなかった
ですね。もし台湾でなくアメリカに
留学していたら、辛さのあまりくじ
けていたかもしれません（笑）

■大学卒業後日本で働くことにした
のは、やはり家族が日本に住んでい
るからですか？
　そうですね。もともと日本に移住
したのは、蒋介石が中国共産党との
内戦に敗れて台湾へ来たあと、知識
層を弾圧するなど情勢がとても悪
くなったという経緯があったんで
す。医者になるために台湾に戻った
のは、学費が安かったという事情も
ありましたが、このまま台湾で医者
になるよりも、華僑として外に出て
移住した目的を達成する方に気持
ちが動いたからです。

■専門の心臓カテーテル治療の道
に進んだきっかけは？
　京都大学の付属病院で研修を終
えたあと、たまたま滋賀県の県立
成人病センターで働くことになり
ました。ここで、先進医療の心臓カ
テーテル治療法に取り組んでいた
玉井秀男先生に出会ったんです。実
は私は医学の勉強の中で心臓が一
番苦手だったんですよ。学生だった
当時は今のような検査機器もなく、
聴診器をあてて音で病状を判断す
るしかありませんでした。「この心
音には雑音がある」と教授は言うの
ですが私にはさっぱり分からず、苦
手意識があったんですね。そこでコ
ンプレックスを克服しようと循環
器科を志望したところ、玉井先生と
組んでカテーテル治療に取り組ん
でいくことになりました。

■そして20年間成人病センターで
勤務されたあと、玉井先生と一緒
に「草津ハートセンター」を設立さ
れたのですね。どんな目的があった
のですか？
　公立病院よりも専門性を高め、コ
ンパクトなチームを作って最先端医
療に取り組んでいこうと「草津ハー
トセンター」を設立しました。玉井
先生には、この場所を業界全体のカ
テーテル治療を発展させていくため
の拠点にするという夢もあったんで

す。一つの夢を叶えるのに、一人の
力だけでは無理なんですね。叶えて、
それを伝える人がいなければいけな
い。残念ながら彼は３年前に不治の
病で他界され、私が院長を引き継ぐ
ことになりました。私は仕事を始め
てから20年余り彼と一緒で、彼の技
術や思いを知る唯一の人物といって
も過言ではありません。ですから何
とかしてそれを伝える責任があると
思っています。

■具体的に始めておられることは
ありますか？
　滋賀県の循環器医療は日本だけ
でなく世界にも名前の通るレベル
の高さを誇っています。実は日本の
この分野で中国語を話せるのは私
を含めごく少数だけなんですよね。
ですから、日本だけでなく世界、と
くに中国語圏にもこの技術を提供
していこうと、ハートセンターが休
みの週末は、近隣の台湾や中国に出
かけて技術交流をしています。医療
分野での交流や技術の橋渡しが現
在進行形の仕事ですね。ハートセン
ターの大屋先生は韓国語ができる
ので、日中韓の連携も可能です。今
後は職員がもっとインターナショ
ナルになれるといいなと思ってい
ます。

■世界へ出ていこうという先生の
滋賀の印象は？
　とても落ち着く所で大好きです。
東京にいる友達は『東京にはチャン
スがある』と言うのですが、チャン
スをつかむには人との交流に時間
を使う必要がある。でも私はむしろ
考える時間が大切だと思うんです。
量より質の医療を目指す私にとっ
て、滋賀は質が高められる場所、そ
して患者さん一人ひとりを大切に
できる場所だと思っています。

● プロフィール ●

1956年台湾生まれ。11歳の時、父親の仕事
の関係で神戸に移住。中学生まで神戸の中華同
文学校で学んだ後日本の高校へ進学。1976
年、医師を志して台湾に戻り中国医薬大学で学
ぶ。卒業後は京都大学付属病院で研修医を経て、
1985年より滋賀県立成人病センターに勤務。
ここで故玉井秀男医師と出会い、先端医療であ
る心臓カテーテル治療に研鑽することになる。
2006年3月、専門医療を目指して玉井医師と
ともに「草津ハートセンター」を設立。3年後に
他界された玉井医師の遺志を継いで院長・理事
長を務めている。

▲日本語がわからず適切な治療が受けられない外
国人の助けになりたい、という許さん。ハート
センターでは、英語、中国語、台湾語、韓国語
での診察や相談が可能だという。

※心臓カテーテル治療：狭くなったり詰まったり
した冠動脈にカテーテルという細い管を挿入し
て広げる治療法。




